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1圏内事情の変貌に期待して

水素に関連した研究開発に取り組むようになって 8

年、当時水素に関して特別な知識を持たない筆者でも、

真っ赤に塗られたボンベは、水素が危険なもので、あると

印象付けるのに寸づ?な演出効果を持っていた。今では赤

いボンベを見なれたせいか、水素に対する知識を身に着

けたせいか、特lこa憶する事無く日常的に使つてはし 1るも

のの、やはり水素ガスは他の可燃性ガスに比べ爆発範図

が広く、危険性が高い事もあり、無意識で、あってもその

取扱には慎重を期している事は間違いの無い事実である。

日動k素を取り扱ってしも筆者で、あってもそうなのであ

るから、普昆b1<素に接していない人達、特に年配者の方々

にとっては、過去におけるヒンデンプルグ号の炎上事故

や水素爆弾などあまり良い印象を持っていないのではな

かろうか?そんな背景が影響してか、日本の行政による

ところの規制やインフラ，経済性の問題か(他にも問題は

多々ありますが)、現在まで、に水素エネルギーに関する

多くの国家ブρロジェクトや補助事業方溌足され、今尚多

くのプロジェクトカ鴇陸続している中、産業化されたもの

は殆ど熱、と言う印象を受ける燃料電池やニッケル水

素電池等は別〕。また我が国は欧米諸国に対し、近年そ

の差は無くなりつつあるものの、過去の実績から、水素

利用への取り組みにおいて、その立ち後れは否定できな

いもので、あるC 例えば、水素を一般に利用することを考

えた場合、その効率的な輸送は重要な一課題である。その

中で歌米諸国には幾つかの長距離ノtイフ。ラインによる水

素ガスの輸品実績があり、 1938年ドイツの Chemiche

Werke Huls杜などでは既に商業ベースで、の水素ガス供

給を開始しており、現在まで~事故で苦E転している。そ

の他アメリ力，イギリスフフランスなどに於いても同様な

事例が上げられる。一方我が国に於いては長距離ノ《イフ。

ラインによる水素ガスの輪差実績は無いのが実情である。

(現在、天然ガスに 15%の水素を混入したハイタン

。1e出ane+ Hydrogen = Hy出ane)をノtイプラインで送

り、次第にその水素濃度を増して最終的には手iiWJ<棄を送

るとしづ計画は検討されている。)我が国の技術力はそ

の実績に対して、既に欧米諸国に引けを取らないところ

まで来ているものと思われる。環境負荷の少ない水素な

どのエネルギーを日常のものとして利用していくために

は、勿論更にt説背開発を進めていく必要性はあるが、そ

れと並行して国としてどのように取り系比七でいくか、そ

の対応が重要な鍵を握っている。昨年 12月、京都で通

称 COP3(I.副長化防止会議)が開催され、先進国の CO2削

減目標が定められた。我が国は今まさにその急務な対策

が迫られている。これを機に行政改革や規制緩和に拍車

がかかることで、日本の水素エネノレギ}事情にも大きな

変化が現れてくるのではなし功吃期待するものである。

2.研究開発の紹介

前項では筆者の思うままに、日本における水素エネル

ギーへの取り組み方について、国家プロジェクトや補助

事業の存在を示しながらその普及に期待を込めて報嘩し

た次第であるが、実は筆者も平成 3年から 4年間、通

産省の補助事業を受託し水素の貯蔵と安定側合を目的と

した『触媒燃焼索供縦型水素貯蔵安定住総システム』の

開発に携わっており、耕民面をお借りして、その一部を

以下に紹介したいと思う。

本システムは、夜間電力や自然エネ/レギーによって得

られた電力を水素に変換し、一度水素吸蔵合金に貯え、

貯蔵された水素を必要に応じて需要地に安定供給するた

めのシステムである。図 1に本システムの略全景を、

図 2~こ概略フロー図を示す。

本システムの主な特徴は以下の通りである。

①常温下で水素吸蔵能を有するHF処理したMg-Ni

系合金を水素吸蔵合金として用いた。

②合金が水素を放出する際に必要とする繋源として、
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図 1 触媒燃焼熱供給型水素貯蔵安定供給システム

合金自体から放出されてくる水素の一部を触媒燃

焼バーナーに供給し、触媒体表面で生じる水素の

酸化反応熱をその繋拐、として用いた。

③触媒燃焼バーナーから得られる索娠を有効活用す

るために、排ガスの熱と輯射熱を効率良く回収で

きる 2積頁の水素貯蔵タンクを設けた。

④触媒体表面から輔射熱を効率良く吸収し、速やか

に伝熱させるために、アルミブロ ック化した水素

貯蔵タンクを採用した。

また、本システムを上記目的として利用できることは

勿論のこと、個々の技術においても将来の水素エネルギ

ーシステムの一部として十分利用できるものである。例

えば、本開発の触媒燃焼戸ーナーは均一燃焼が困難とさ

れている水素ガスを燃料としても、 触媒体表面で::t15
0

C 

以内の温度分布で制御が可能であり 、燃焼効率も鈎%

以上と安全性も高く、空気と水素さえあれば室温からで

も燃焼が可能であるため、家庭用の暖房機器，調理用コ

ンロ

図3の明触虫蝦媒撚撚;焼助ν戸《い一ナ一 1台でで、3，α側泊肱k悶叫Iパ1の繋鮒H秩共給

が可能でで、あるO

Mg.Ni系合金の室温下で、の水素吸蔵を可能とする HF

処理捌fは、それ以外にも水素ガス以外の不純物ガス、

例えばCO，CO2， O2やC凡などに対する耐被毒抑制効果

も付加することが出来る。またその効果は、 Mg-Ni系

合金に限ったことではなく、他の合金系への応用も可能

である。以上のような特徴を持つ HF、処理合金を用い

る事で、従来困難とされていた低純度水素ガス下で、の利

読者の広場

シリンダー型車審院亘書蕗

主童宣車Zと乙

図2 概略フロー図

用も考えられ、例えば、水蒸気改質後の生成ガスおよび

高炉などから発生するオフガスからの溺R的水素回収お

よひ精製用の合金として利用できる可能性がある。筆者

が今迄に得た実験結果の一例はあるが、図 4に被毒の

影響が最も強し、とされてしも coに対する耐被毒相主を

示す(合金:LaN47A103、供給ガス :CO濃度 1，α均pm

の H2ガス、温度 :353問。図からも明らかなように、

未処理の合金は吸蔵激出 5サイクノ同盟支で完全に失活

してしまうのに対し、 HF処理した合金は 1∞サイクル

後でも純水素の同サイクノ同寺と比較して、 SOOIo前後の水

素移動量を維持でき、この結果から HF処理による耐

被毒抑制効果を砺忍していただけるものと思う。

水素吸蔵合金はニッケノ0.k素電池σ漁極として、水素

と言う言葉を親しみやすいものとした代表的存在とも言

える。しかしながら近年その性能を上回るリチウムイオ

ン雷也の出現により、今後の需要の大幅な伸びはあまり

期待できないよ うな状況でもある。その中で筆者は、現

在水素吸蔵合金の利用として、目、処理合金の特徴を踏

まえ、従来とは少し違う用途への展開を図り、その研究

開発に取り組んでいる。本研究開発は通産省工業校体競

ニューサンシャイン計画の一環である広域エネルギー利

用ネットワークシステム研究開発(エコ・エネ都市プロ

ジェクト)の一部として進めており、この取り組みが今

後の水素吸蔵合金利用，省エネルギー対策，水素エネルギ

ーシステムへの展開に少しでも貢献できれば幸いである

と考えている。
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図3 触傑撚;ゆくーナー(触媒体面積:O.135m2
) 

3.最後に

『今の生活は過去の人達が造り上げた基盤の上に成り

立っている。したがって我々は、次世代のためにその生

活基盤となりうる技術開発に取り組んでいく義務があ

る。』これは既に他界してしまった筆者の上司がよく言

っていた言葉である。当時あまりこの意味を深く感じ取

ってはいなかったが、今ではまさにその通りであると感

じている。現在、過去の人達の努力のお陰で生活は豊か

になり便利な世の中になった。しかしその反面、環境破

壊と言う大きな巴曜を残してしまった事も事実で、ある。
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図4 皿、処理合金の耐被毒特性

エネルギー問題だけが全てではないが、環境分野に携わ

る者の一人として、次世代のために一日も早く水素のよ

うな環境負荷の少ないエネルギーを主体とする時代を築

き上げていく事が我々の義務ではなかろうかと思う。

本機関紙lこ思し、掛けもなく執筆する機会を与えられ、

筆者が今迄に取り手Uνで、きた研究開発内容の一環を紹介

で、きた事を水素エーネルギー協会の方々に深く感説けると

ともに、またこれを機に本分野で深し吹口識と経験を有す

る諸兄，先生方から忌J障のないご意見やご教示を賜るこ

とが出来れば幸いである。
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